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横帯ブロック〈横帯工用プレキャストブロック〉

基本形状図

横帯工（のり覆工の延長方向の一定区間ごとに設け、護岸の変位・破損
が他に波及しないように絶縁する）に使用する、プレキャストブロックです。

1.工期短縮
型枠の設置、撤去、養生期間が不要なため、生コンクリート打
設後、次工程の作業が行えるので、養生による工程待ちの解
消や工期短縮が可能です。

2.埋設型枠であり、生コンクリート打設時の型枠バレがありま
せん。

3.型枠工などの熟練工を必要としません。

4.河川護岸法面部分のコテ仕上げ作業が不要です。

●特長

形状・寸法
重量表

堤防法肩ブロック
横帯ブロック

基本型 参考重量=400kg

端部型 参考重量=215kg 充填コンクリート量：0.104m3

充填コンクリート量：0.208m3

投入口蓋版 参考重量=15kg
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▲横帯工での使用例 ▲階段工での使用例

NETIS登録
QS-110005-VE

取扱いできないエリアがございます。
お近くの営業所へ問い合わせてください。

堤防法肩ブロック〈天端の保護〉

単体図

寸法・重量

標準断面図

危機管理型ハード対策、粘り強い構造の堤防の整備
●特長
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1：2.0

舗装工　500300
目地モルタル 間詰コンクリート

連結金具止水パッキン

川裏施工断面図（2割勾配）

連結部詳細図

路肩保護ブロック アンカー鉄筋 D13
L=360mm-2本

川表施工断面図（2割勾配）

1.アスファルト舗装の路肩を保護することができます。

2.プレキャストブロックを連結して設置することで現地曲線に応じた施工が可能  
となります。

3.ブロック間に止水コンクリートを施工することで、路盤工への水の侵入を防ぐこ  
とができます。

4.アンカー鉄筋により、路盤および表層施工時にブロックの滑動を防止します。

5.破堤を引き延ばすため、川表はブロックと表層（アスファルト）を結合し、アスフ  
ァルトの転動を抑制することができます。

6.堤防法勾配は標準1:2.0の他１：１.５まで対応可能
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止水パッキン
10×15×L400(mm)

止水パッキン
10×15×L400(mm)

1.3tデーハーアンカー

※（　　）寸法は1.5割用になります
PインサートM12×L50
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2割用 参考重量:358kg

1.5割用 参考重量:334kg
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連結金具 止水パッキン

路肩保護ブロックアンカー鉄筋 D13
L=360mm-2本
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